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低 BMI群では高 BMI群に比べて食後の LF/HFが有意に低かった（P = 0.001）。また，食
後１時間の LF/HFと外気温と BMIの交互作用の検討からは，BMIが低い場合（平均マイ
ナス１標準偏差の時）に LF/HFが外気温に対して有意な正の偏回帰係数を持つことがわか
った（P = 0.002）。 
 
研究の結果，外気温が食事前後の体温，血圧，唾液アミラーゼ活性，心拍変動スペクト
ルに影響を与えていることがわかった。特に食事前後の唾液アミラーゼ活性や食後の
LF/HF が外気温に強く影響を受け，外気温が低い場合は高い場合と比較して，より大きく
低下した。これは，外気温の低い条件下で食後の自律神経活動，特に副交感神経優位性が
大きく増加することを示唆している。また，食事前後の心拍変動の変化に BMIが影響して
いることも示唆された。基本的には，食事の後には副交感神経優位の状態に変化すること
が認められるものの，外気温が高い場合や肥満傾向にある者の場合にはその性質が明確に
は現れないことが示された。 
本研究は心拍変動スペクトル解析を用いて，食事にともなう自律神経の変化を外気温や
個体の肥満度による違いを考慮して分析することで，人間の生活行動にともなう生理的変
化の基礎的特徴を明らかにし，健康との関連性を検討する研究を進める上で有用な知見を
提供した。 
